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１. 浸水被害の想定について１. 浸水被害の想定について

銀座周辺が水没した場合のCG（フィクションドキュメンタリー「荒川氾濫」より）



120ha
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就業人口：28 万人 （一部、大丸有地区以外も含む）

事業所数：約4,300 事業所

建物棟数：101 棟 （解体・建設中を含む）

大丸有エリアの路線数：2８路線 13 駅

これら企業の連結売上高：約124兆 円
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1.（1）大丸有エリアの就業人口 等
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1.（２）内水災害と外水災害の違い（千代田区ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ）

大丸有エリアでは外水氾濫の浸水被害が深刻

内水氾濫 外水氾濫（荒川版）
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1.（３）震災と水害の被害相違

共通して平時からの備えと地域連携が減災の鍵

【震災】 【水害】

発災時期の想定 不可能
可能

（気象庁の予測）

対策までの時間的余裕 無 有

被害エリア 広域 狭域

減災対策 限界有り ハード・ソフト両面で可能

その他 負傷者多数



安全に係る自社基準の策定

危険箇所の洗い出し・検証各種訓練・行動基準の策定

建築基準法・協会のガイドラインの内容を

上回る、安全基準を独自に設定

＜例＞ ・新ビル設計ガイドライン
・ビル安全設計ガイドライン

事故発生の有無に関わらず、定期的、また、
臨時的に建物の点検を行い、危険箇所を

未然に発見→是正対応

事故・震災発生に備え日常的に各種訓練
を実施。また爆破予告対応や、震災発生

時の具体的な行動基準を策定

＜例＞ ＜例＞・建物安全点検（１回／年以上）
・建物外壁点検

・防潮板・水防訓練

・維持管理マニュアル

（１回以上／年、地震・台風発生時）

→社会情勢に鑑み、随時改定

積極的な情報収集による対策

他社物件での事象やメーカー固有の事象
を迅速に捉え、地所Ｇ物件の事故防止
対策を実施

・緊急地震速報システム

・千代田区防災無線
・被災度判定システム

＜例＞

防犯

日常から、事故等の発生を未然に防ぐ

＜例＞・特別警備巡回の強化

・ＩＴＶカメラの設置
・情報収集

・停電時の対応・連携訓練
・災害発生時のエリア連携訓練

・震災シミュレーション

・符牒7

1.おさらい災害対策全般（備え）

新技術
の

採用



8

２. 浸水対策の実例について２. 浸水対策の実例について
（１）浸水経路の洗い出し
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水損被害の洗い出し
●復旧計画上著しい水損被害を想定
(=長期間に渡る機能停止に至るケースを想定）

・重要室（受変電設備室 等）
・防災センター

⇒ビル基幹設備への影響・BCP機能への影響が大

減災・早期復旧の必要あり！

２.（2）浸水経路の整理
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２.（３）防災機能の高いビル（実例）

●重要室（受変電設備・防災センター）を地上階に設置

●理由
・水損被害に脆弱かつ復旧に時間を要する為
⇒地上階に設置することで水損リスクを低減

●課題
・搬出入計画
・床荷重、上階の水損対策
・夜間動線計画
・貸付床の減少
・受付業務の煩雑化



●最下階の止水対策●外水氾濫を想定した止水対策

（左上）防潮板

（右上）防潮シート

（左下）防潮扉
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３. 今後の課題について３. 今後の課題について
（１）近接地域との連携

●地下接続施設との協議
・行政（区 など）

・事業者間
・公共交通機関 etc.

●情報共有、連携

●地域連携訓練の実施
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３．（2）タイムライン（防災行動計画）の策定

平 時
・行動計画書の洗い出しと共有
・教育／訓練の実施
・情報入手手段の確立

発 生 時
・組織編成
・情報伝達
・地域連携

事 後 ・定期的な検証
・各種対策の改善後の確証



ご清聴ありがとうございました


